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北海道豪雪過疎地域における広域的除排雪
ボランティア構築に関する実践的研究

他地域での除雪ボランティア経験が援助者自身の
地域社会への意識や考え方に及ぼす影響

雪氷研究⼤会 in ⼋⼾ 2014.09.21
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『ボラベーション研究会』の活動の経緯

平成24年8月 『ボランティア活動による広域交流
イノベーション推進研究会』 設立

平成25年2～3月 『ボラベーション研究会』が雪はねボランティア
ツアーを開催（4地域 計6回、約200名が参加）

岩見沢市美流渡

三笠市弥生地区上富良野町

倶知安町岩見沢市美流渡

三笠市弥生地区
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今年は５地域、計９回の雪はねツアーを実施。
地域ごとにテーマを設定。
10代から70代まで幅広い年齢層が参加。
全ツアーの加者数は総勢約320名。

◆当別雪はねツアー ～雪はねで企業研修～
【日 時】 平成２６年１月２５日（土）、２月１日（土） ８：００～１９：００

【場 所】 当別町みどり野地区

◆岩見沢市美流渡雪はねツアー ～がっつり雪はね～
【日 時】 平成２６年１月２６日（日）、２月２日（日） ８：３０～１９：３０

２月２２・２３日（土・日）

【場 所】 岩見沢市美流渡地区

◆上富良野雪はねツアー ～雪はね＆地域交流～
【日 時】 平成２６年２月１５日（土） ８：３０～２１：００

【場 所】 上富良野町

◆三笠市弥生雪はねツアー ～企業と一緒に雪はね～
【日 時】 平成２６年２月８日（土） ８：３０～１７：３０

【場 所】 三笠市

◆倶知安雪はねツアー ～地域と一緒に雪はね～
【日 時】 平成２６年２月９日（日）、３月２日（日） ８：３０～２０：００

【場 所】 倶知安町琴和町内会、六郷親交会

平成２６年は９本の「雪はねボランティアツアー」を実施

雪はねボランティアツアー募集チラシ
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広域的な除雪ボランティア活動においては、受⼊れ側（被援助者）と
ボランティア（援助者）とが相互に影響を及ぼし合い、それぞれの意識
や⾏動にさまざまな変化が⽣じると考えられる

受入れ側
（被援助者）

研究の背景

ボランティア
（援助者）

例えば・・・
・除雪をしてもらうことで

⽇常⽣活の不便さが解消
される

・ボランティアを地域で受
け⼊れることで、受け⼊
れる⼒（受援⼒）が向上

例えば・・・
・除雪をすることで、地域

の⼈達に喜んでもらえる
・ボランティアをすること

で、充⾜感を得ている
（⼩⻄ら，2013）
etc.
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研究の目的

ボランティア（援助者）は、地域の課題を解決することで充⾜感を得ているが、
ボランティアが得るものは、それだけでないのではないか？

⾼齢過疎地域の現状を知り、その地域に住んでいる⼈々の暮らしを⾒ることで、
その⼈⾃⾝の「⽇常⽣活のあり⽅（⾏動）・考え⽅」についても影響を及ぼすの
でないか？

そこで、本研究では、除雪ボランティアに参加したボランティア（援助者）が
「⾃⾝の地域社会との関係性・地域への考え⽅」などにどのような影響を受ける
のかを調査することを⽬的とする。
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調査方法

●質問項目

①今後，家族や近所の⼈の除雪を⼿伝う機会が増えると思う（除雪機会の増加）
②⾃分の住んでいる地域への関⼼が⾼まった（地域への関⼼の⾼まり）
③地域内のコミュニケーションを⼤切にしたいと思うようになった
（地域内コミュニケーションの重要視）
④地域の⾏事などに参加しようと思うようになった（地域⾏事への参加意欲向上）
⑤地域内の協⼒が重要だと思うようになった（地域内の協⼒⾏動の重要視）
⑥⾃分の地域に貢献しようと思うようになった（地域への貢献意欲の向上）

●調査対象者
2014年1⽉〜3⽉における「雪はねボランティアツアー」のツアー参加（323

名）のうち現地集合を除いた札幌市発着のバス利⽤者211名。このうち，調査に
協⼒して頂いた⽅は171名（回収率81.0％）であった。
●調査方法

バス移動中に，ボランティア参加者に対して，質問紙を配布し、質問紙に回答
を記⼊直後，ただちに回収を⾏うという⽅法で⾏った。
●調査の設問

基本属性に加え，「除雪ボランティア活動を通して，あなたの地域に対する考
え⽅に変化がありましたか」という設問について下記の6つの項⽬を設け，それ
ぞれ，“そう思わない”〜“そう思う”の5件法で回答させた。
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ボランティア経

験あり, 67%

ボランティア経

験なし, 33%
除雪している, 

50%
除雪していな

い, 50%

男性, 70%

女性, 30%

10代, 

14%

20代, 21%

30代, 24%

40代, 16%

50代, 17%

60代以上, 8%

専業主婦・

主夫, 3%

パート・アルバイ

ト・内職, 7%

学生, 18%

会社員・公務

員・団体職員な

ど, 64%

定年退職後・年

金生活, 2%

自営業主・家族

従業者, 3%

その他, 3%

調査結果①

◆性 別 ◆年 齢 ◆職 業

n=178 n=175 n=177

札幌市, 89%

道内（札幌市

以外）, 9%

道外, 2%

倶知安町 4
恵庭市 3
小樽市 3
北広島市 2
岩見沢市 1
江別市 1
石狩市 1
千歳市 1

東京都 2
青森県 1

◆居住地 ◆自宅の除雪 ◆ボランティア経験

n=175 n=175 n=175

【参加者の属性】
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3.8

4.2

3.6

3.8

3.4

3.5

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

自分の地域に貢献しようと思うようになった

地域内の協力が重要だと思うようになった

地域の行事などに参加しようと思うようになった

自分の住んでいる地域への関心が高まった

地域内のコミュニケーションを大切にしたいと思う

ようになった

今後、家族や近所の人の除雪を手伝う機会が増

えると思う
①除雪機会の増加

②地域への関⼼の⾼まり

③地域内コミュニケーションの重要視

④地域⾏事への参加意欲向上

⑤地域内の協⼒⾏動の重要視

⑥地域への貢献意欲の向上

設問の平均値が中位値の3.0より有意に⾼くなっ
ていた。これは，除雪ボランティア後に平均的に
「変わった／変化を感じた」ことを意味している。
特に「⑤地域内の協⼒⾏動の重要視」の平均値は
4.2と⾼い値を⽰していた。

各設問に対して、5件法で回答
1：そう思わない
2：どちらかといえばそう思わない
3：どちらともいえない
4：どちらかといえばそう思う
5:そう思う

調査結果②

【除雪ボランティアを通して変化した地域社会への意識・考え方】
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調査結果③－１

4.2

4.2

3.5

3.5

3.1

3.4

4.3

4.3

3.7

3.9

3.4

3.5

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

自分の地域に貢献しようと思うようになった

地域内の協力が重要だと思うようになった

地域の行事などに参加しようと思うようになった

地域内のコミュニケーションを大切にしたいと思うよ

うになった

自分の住んでいる地域への関心が高まった

今後、家族や近所の人の除雪を手伝う機会が増え

ると思う

男性 女性

いずれの項⽬も男⼥で差はなし
（ただし、⼥性よりも男性の⽅が平均値が⼤きい傾向あり）

いずれも
有意差なし

【除雪ボランティアを通して変化した地域社会への意識・考え方（男女別）】

①除雪機会の増加

②地域への関⼼の⾼まり

③地域内コミュニケーションの重要視

④地域⾏事への参加意欲向上

⑤地域内の協⼒⾏動の重要視

⑥地域への貢献意欲の向上
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3.5

3.3

3.2

3.6

3.2

3.3

3.8

3.5

3.6

3.6

3.1

3.2

4.5

3.6

4.0

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

地域内のコミュニケーションを大切にしたいと思

うようになった

自分の住んでいる地域への関心が高まった

今後、家族や近所の人の除雪を手伝う機会が

増えると思う

10代 20代 30代 40代 50代

10代が他の年代より「地域内のコミュニケーションを⼤切にしたいと思
うようになった」割合が⾼い

有意差あり

調査結果③－２

①除雪機会の増加

②地域への関⼼の⾼まり

③地域内コミュニケーションの重要視

【除雪ボランティアを通して変化した地域社会への意識・考え方（年代別）】
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3.6

4.0

3.5

3.8

4.0

3.6

3.9

4.2

3.8

3.5

4.5

3.6

4.0

4.5

4.5

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

自分の地域に貢献しようと思うようになった

地域内の協力が重要だと思うようになった

地域の行事などに参加しようと思うようになった

10代 20代 30代 40代 50代

10代、20代が他の年代より「地域内の協⼒が重要だと思うようになっ
た」割合が⾼い

有意差あり

調査結果③－２

④地域⾏事への参加意欲向上

⑤地域内の協⼒⾏動の重要視

⑥地域への貢献意欲の向上

【除雪ボランティアを通して変化した地域社会への意識・考え方（年代別）】
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3.8

4.3

3.6

3.8

3.3

3.4

3.8

4.2

3.6

3.8

3.4

3.5

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

自分の地域に貢献しようと思うようになった

地域内の協力が重要だと思うようになった

地域の行事などに参加しようと思うようになった

地域内のコミュニケーションを大切にしたいと思うよ

うになった

自分の住んでいる地域への関心が高まった

今後、家族や近所の人の除雪を手伝う機会が増え

ると思う

除雪している 除雪していない

いずれも
有意差なし

いずれの項⽬も「除雪をしている⼈」と「していない⼈」で差はなし

調査結果③－３

【除雪ボランティアを通して変化した地域社会への意識・考え方
（日常の除雪作業の有無別）】

①除雪機会の増加

②地域への関⼼の⾼まり

③地域内コミュニケーションの重要視

④地域⾏事への参加意欲向上

⑤地域内の協⼒⾏動の重要視

⑥地域への貢献意欲の向上
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3.7

4.3

3.5

3.8

3.3

3.4

3.8

4.2

3.7

3.8

3.3

3.5

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

自分の地域に貢献しようと思うようになった

地域内の協力が重要だと思うようになった

地域の行事などに参加しようと思うようになった

地域内のコミュニケーションを大切にしたいと思うよ

うになった

自分の住んでいる地域への関心が高まった

今後、家族や近所の人の除雪を手伝う機会が増え

ると思う

ボランティア経験あり ボランティア経験なし

いずれも
有意差なし

いずれの項⽬も「ボランティア経験あり」の⼈と「経験なし」の⼈で差
はなし

調査結果③－４

【除雪ボランティアを通して変化した地域社会への意識・考え方
（ボランティア経験の有無別）】

①除雪機会の増加

②地域への関⼼の⾼まり

③地域内コミュニケーションの重要視

④地域⾏事への参加意欲向上

⑤地域内の協⼒⾏動の重要視

⑥地域への貢献意欲の向上
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参加者の声（自由回答）

（豪雪地域の課題が）よその出来事で
はなく、自分やまわりにもふりかかる
ことだと考えるきっかけになりました。

自分の両親が当別町並の豪雪地帯に
住んでいる為たまには帰省して除雪を
しようかなと思う。親孝行します。

初めて参加させて頂いたのですが、もっと他の
地域の人たちの役に立てるボランティアに参加
してみたいと思うきっかけにもなれたので、本
当に今回は参加して良かったと思いました。
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考 察

＜結果のまとめ＞
●他地域での除雪ボランティアを通して、援助者⾃⾝の居

住地域への関⼼や貢献意欲が⾼まり、特に協⼒⾏動へ
の意欲が⾼まる可能性があることが分かった。

●特に、10代・20代の若い世代が、他の世代よりも、
「地域内のコミュニケーションを⼤切にしたい」、
「地域内の協⼒が重要だ」と思うになっていた。

では、なぜ他地域での除雪ボランティアをすることで、援助者自
身の居住地域への関心や貢献意欲が高まるのか？

⇒豪雪過疎地域といった他地域の課題に直接触れることで、
自分自身の地域を振り返るきっかけになるのではないか？

⇒さらに除雪ボランティアといった協力行動が地域の助けとな
ることに気づき、協力行動への意欲が高まるのではないか？
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まとめと今後の研究の方向性

①除雪ボランティア活動への参加は、他地域の人達を助けるだ
けでなく、自分の地域を振り返るきっかけとなる

＜今後の研究の方向性＞
広域的な除雪ボランティア活動の社会的意義や役割を明らかにし、
広域的なボランティア活動を普及させる方策を検討する。

⇒⽇頃、地域に関わりが薄く、地域のことを考えたことの
ない⼈の⽅がボランティア活動をきっかけに意識が変
わる可能性が⾼い

⇒他⼈に無関⼼な都⼼部の⼈達が地域活動に参加するきっ
かけづくり

②中高年よりも若い世代の方が除雪ボランティア活動により、
地域への意識の変化が大きい

⇒⾼校⽣や⼤学⽣の課外活動や授業にボランティア活動を
組み⼊れることの意義


